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本講演の目的は次の二つの定理を紹介することである。M を多様体とした
とき、複素ベクトル空間CN をファイバーとするM上の自明束M×CN → M
をCN と表すことにする。
以下、Mを完備ケーラー多様体とし、V → MをM上の、CN ⊂ H0(M ;V )

により大域的に生成される正則ベクトル束とする。したがって、次の正則ベ
クトル束の完全列が存在する:

(1) 0 → Ker ev → CN ev−→ V → 0.

CN にエルミート内積を与えると、V にエルミート計量 hが誘導される。こ
れを (V, h)と表す。
定理 1. CN が以下の条件を満たすエルミート内積を持つと仮定する。
(i) (V, h)は平坦な部分束を持たない。
(ii) (1)の第 2基本形式B ∈ Γ(T 0,1 ⊗ V ∗ ⊗Ker ev) （[1]参照）が次を満たす:

(ii-a) B∗Bのトレースは定数倍を除いてケーラー計量と一致する。
(ii-b) ∇B ∈ Γ(T ∗ ⊗ T ∗ ⊗ V ∗ ⊗Ker ev)は (0, 2)成分を持たない。
このとき、M は古典型かつコンパクト型のエルミート対称空間であり、V

は等質ベクトル束となる。また、(V, h)のエルミート接続は標準接続である。
定理 2. CN が以下の条件を満たすエルミート内積を持つと仮定する。
(i) (i-a) (V, h)は平坦部分束を持たず、(V, h)の曲率は平行である。
(ii) (1)の第 2基本形式B ∈ Γ(T 0,1 ⊗ V ∗ ⊗Ker ev) が次を満たす:

(ii-a) B∗Bのトレースは定数倍を除いてケーラー計量と一致する。
(ii-b) ∇2B ∈ Γ(T ∗ ⊗ T ∗ ⊗ T ∗ ⊗ V ∗ ⊗Ker ev)は (0, 3)成分を持たない。
このとき、 M はコンパクト型のエルミート対称空間であり、V は等質ベ

クトル束となる。また、(V, h)のエルミート接続は標準接続である。
証明は高橋の定理および do Carmo-Wallach理論の一般化 [2], [3] に基づ

き、中川–高木の結果 [4]を拡張することにより達成される。
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